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Fig.29 X-ray photograph L6-L7 ((:L Figs. 17 and 21), An arrow indicates the crack shown as
X L6 in Fis,.28.
Ll]30 X*Jkri]":.E{(L3([';{I17, 2Itslit") )cHJ'i-･Jk' [';(]3I .{TFk¥`tj:s!( X--L2t--L7?l:li'i'il:flS5)
L t: fg lLi tt ['il 28 v) X L3 a) t)[rl lii!., Fig. 31 Normal phorogra ph of the front, a
Fig. 30 X-ray photograph L3 ((LfL Figs. 17 section corresponding to the scope of X-ray
and 21). An arrow indicates the crack shown photograph L2-vL7.
as X-L3 in Fig.28.
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図32　調査記録用図面B－3およびC－3部分（図7参照）　矢Er】は右頁X線写真の亀裂を示す。
Fig．　32　Detailed　diagram　of　the　inside－B－3　and　C－3（cf．　Fig．7）．　Arrows　indicate　cracks　seen
in　the　X－ray　photographs（Fig．　33　and　34）．
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層δ蝋’p’　　冒
・　・　　　　　　　　　　　　図34　X線写真R8（図17，22参照）　矢Epで示
　　　　　　　　　　　　　　　した亀裂は図32のX－R8の位置。
礁
顯
・寧、
選轍攣
　1、ψ　’〆㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
図35　外観写真　X－C8およびR8相
当箇所を含む部分
Fig．35　Normal　photograph　of　the
front，　a　section　corresponding　to　the
scope　of　X－ray　photographs　C　8　and
R8．
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図37　外観写真　X－Ll7・L20相’11箇所を含む
部分
Fig．37　Normal　photograph　of　the　front，　a
section　corresponding　to　the　scope　of　X－ray
photograph　L　I7－L　20．
響，　『鵯灘、　　　　　　’扇’「　騨1－
　‘
→ζ　　　　　　　　　　　　　ノ
警繋雑魎「み　　，　　　　∴∴＝…「ゴ、、’1　：・
／　　　　陣灘熱甑
・‘・　　　　　．　　　　　　　　　，，．臨　　　鷹1瞬華蕪灘
論謡蕪麟1轟騨ll醸lll遙1｝坐◎1
図36　X線写真Ll7・L20（図17，23参照）　　　　　　図38裏面部分写真矢印で示した亀裂は図36参
矢印で示した亀裂は図38参照。　　　　　　　　　　　　照．
Fig．36　X－ray　photograph　L　17－L　20．（（ゾ　　　　　Flg．38　Normal　photograph　of　the　inside，　a
Figs．17and　23）．An　arrow　indicates　the　crack　　　　　section　corresponding　to　the　scope　of　X－ray
seen　in　Fig．38．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　photograph　L　17．
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モール〉の背後に見える低浮彫群像の下部輪郭線に沿った亀裂。中央部X－C8：左上
に一部分見えているこの亀裂は，目視観察では左扉のトリュモーとの接続部から左に
向って水平方向に20cmほども拡がっている（以上図32～35）。楯部X－L17：左扉最上
部の堕ちる男のやや上の箇所に鉛直方向の亀裂（図36～38）．上記以外の小さな亀裂は，
特に右扉の中央附近（X－C9，R10，11）にいくつか集中的に認められる。目視観察によ
っても判明していたことであるが，亀裂の方向はそれぞれの大鋳造単位の形状と関係
がある、即ち，亀裂の大多数は鋳造単位の短辺と’r行に走っている。楯（XL17）とテ
ユンハヌム（既述，自視観察による）では鉛直方向に亀裂が起きているのに対し，その
他の部分では水平方向の亀裂が多いJこれは鋳造直後の収縮によって生じた亀裂ある
いは亀裂の生じ易い箇所が，温度差による経年変化のために拡大しあるいは新たに亀
裂が生じたためであろう。各鋳造～lt位は強い力で相互に引き付けて接合されているこ
とも，その要因の一つと考えられる＊
th　X－L7およびX－C1に相’iGする部分については，特に呉屋充庸・三浦定俊i・金r一忠夫・石川陸郎「X
線解析写真測畦の文化財への応用について　　地獄門への応川一一一C保存科学』第22号，昭和58年3
月，東京国｝1，1文化財研究所）を参照されたい。E，，L：論文は，本報告の通常X線透視撮影を実施した機会
に，上記研究者たちのf’によってX線解析写真測iiWl・の有効性を確忍するために試験的に行われた調査
の報告てある一この試験調査においては，ほぼ上記相当部分に一致する箇所について亀裂や籟，ボル
ト・ナ・トや固定ピンなどの、匡〔体形的状のX線写真測量による三次元計測が行われた。
　6．　支持鉄骨の保存状態について
　支持鉄骨については，清水建設建築技術部に保存状態の調査を依頼した。以一ドにそ
の報告書「国立西洋美術館（地獄の門》支持鉄骨の発錆状況調査報告書」の内容を転
載収録する一なお，本文の一・部を省略し，用語の統一などのため手を加えた部分もあ
る。図面は印刷原稿を製作した際に若干の修正を加え（縮尺も異なる）写真は一部省
略した。
6．1．　　，ilid査（7）1」白勺
　国立西洋美術館構内の前庭に設置されているブロンズ像　地獄の門1・〉は既に約25年経過
している、この　地獄の門　は野外設置のため，その間風雨にさらされて後背コンクリー
ト壁及び内部の支持鉄骨などに材料劣化が進行している状況である。
　今回の調査は，内部支持鉄骨が雨漏及び湿気などの影響で発錆腐蝕して居る現状を調べ，
今後の補修・保全面での検討資料とするため西洋美術館担当者の指示に従って行なった。
6．2．　月査の項日及び方法
6．2．1．鉄骨部材寸法の実測及び鉄骨図面f乍成
　支持鉄骨架構の各部材をスケールを用い実測し，それに依り鉄骨架構図を復元作成する、
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6．2．2．鉄骨面発錆状況調査　鉄骨部材及びアンカーボルトなどの発錆状況を観察調査し
その程度をランク付けをした。
　また発錆腐蝕の状況をノギス及び超音波厚み計で実測し残存肉厚を確認する。
　超音波厚み計　UTM－100型　SERIAL　No．2363（東京計器製）
　それら調査結果は図面に記録する。
6．3．調査の実施担当
　　　（省略）
6．4．調査の結果
　支持鉄骨架構を実測して作成した鉄骨架構図は後添の通りである。
　頂部の鉄骨梁は下記に示す通り溝形鋼の2丁合せであった。
工｝
根
　　　　　　　　梁の鉄骨面の発錆は少なく，断面欠損していない。しかし錆止め塗装は
　　　　　　　　経年劣化して居り早期に錆落しをして錆止め塗装をする必要がある。
柱の鉄骨は上記梁と同断面形状である。
　　　　　　　　柱脚を除いた中回及び頂部の柱鉄骨面の錆止め塗装は既に劣化して，そ
　　　　　　　　の錆止め性能は期待出来ない。その為錆の発生は各所に起きて居り防錆
　　　　　　　　再塗装が必要である。また鉄骨の断面欠損は柱脚部を除いて起きていな
　　　　　　　　いQ
　　　　　　　　しかし，柱脚部の鉄板には写真（図43）に見られる通りの発生腐蝕が起き
　　　　　　　　ている。その錆に依る鉄板の厚みの欠損は，現在約1mm未満であり，
　　　　　　　　至急錆落し，防錆処理が必要である。
基部の鉄骨梁は，下記の通り組立て梁である。
レ6δx6
Lqtt由．
レ6♂メら
前記頂部梁及び柱の鉄骨とは異なり錆止め塗装がなく，全面的に錆が発
生している。とくに下端10cmの範囲のLatt－PLの発錆腐蝕がひどい状
況となっている。
厚み計で計測した結果，それらの部分では1mm前後厚みが錆のため減
少しており，錆落し，コンクリート巻きたて処理をする必要がある。
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図39　支持鉄骨架構図（側面）　発錆状況調査記録
Fig．39　Stee1－frame　structure　supporting　the　bronze（side　view），　and　its　condition　of　rust　and
corrOSIon．
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図40　支持鉄骨架構図（立面）　発錆状況調査記録
Fig．40　SteeFframe　structure　supporling　the　bronze（front　view），　and　its　condition　of　rust　and
　　　　つcorrOS置orL．
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図41　支持鉄骨架構図（上より頂部梁，基部梁，接地部各部の平面）　発錆状況調査記録
Fig．41　Steel－frame　structure　supporring　the　bronze（above：topside　beam；middle：10wer　beam；
below：base）．
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図（Fjg．）42
図（Fig．）43
＊ 図42～55の14葉の写真は，いずれも支持鉄骨の発生状況調査報
告書に添付されたカラー写真を転載した。写真の註記も同報告書に
よる。
＊These　fourteen　photographs（Fig．　42～55）　show　the　condi－
tion　of　the　steel－frame　structure　and　the　concrete　wall　sup－
Porting　the　bronze．
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頂部鉄骨水平梁の現況
ブロンズ像の屋根取合部からの
漏水の為コンクリート面にエフ
ロ現象に依る汚れが出ている。
い’　　　　　　　　　　　　・　｝沸贈・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　甑　　　　　　一　　残一．　　　　i
　？
図（Fig．）44
N　　　鉄骨柱に発錆はみられるが断面
図（Fig．）45
短嚇　　　　　 図（Fig．）46
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“　　　　　トは比較的健全である。
麟
夢庵
VS
：｛
垂癬
は腐食している。
図（Fig．）47
鉄骨柱の柱脚部及び基部鉄骨梁
（錆止め塗装がない）は発錆腐
食している。
図（Fig．）48
146
醤灘構　幽じ　T．　　欄鰍はほぼ全面eこ錆が発
　　｝響｛｝．　　　配　、、・∴・・　　　生，とくに下部10・m不版は腐
　　さ　　’しお　 、：，　　　ゴ 1腔隔　　碧して約lmm断・ki　i7〈　tl．1　Lてい
　　’　”kY／t’r　　　　　．、づ、』　・二　　　　．謎
　　　　　　　　　　　　“　ロサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　ヤ
・、 　　　　　’　　　・　．　　、、、　こき．、．　いノ　　　　　　・t　ぐゴ門吏
春・　　　　　　・｝　　　　・麟　　．鰐∵』馬覧　　’　　　　製裏．
　「騨轍驚’紘翼蟹覧・灘て．濠航1　瓢罐ヒ薦、縫，，
て1ヅ鳶雰癖警饗鱒臨
図（Fig．）49
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図（Fig．）50
．　　　　　　基部に露出している鉄筋は発錆
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基部に露出している鉄筋は発錆
腐食し断面が1／2以下になって
いる。
ブロンズ像下部の鉄ボルトの発
錆腐食がひどい。
図（Fig．）52
図（Fig．）53
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《地獄の門》の保存状態調査は，まだその端緒についたばかりと言える。しかし，状
態劣化の進行は，特に裏側の支持鉄骨脚部をはじめとする部分において明らかである。
従って，ブロンズを台座および支持鉄骨から取外してブロンズそのものの修復処置を
施すとともに，台座，後背壁および支持鉄骨のすべてを保存科学上最も適切と想定さ
れる材質と構造をもつものに取替え，設置状態を一新するという抜本的な保存対策を
実施する前に，我々保存担当者は日常的にこれを保守する対策を構じなければならな
い。本報告の2章において簡単に触れたように，若干の環境改善は調査の開始後まも
なく実施している。しかし，これは飽くまで応急的なものである。現在の設置状態の
ままで，なおある程度の経年変化に耐えうる保存対策処置として，どのようなことが
実行できるか，検討を進めている。ブロンズと後背コンクリート壁に囲まれた狭い空
間の中で可能な作業は，自ら限定されてくる。ブロンズについては，亀裂や髪の充墳，
ボルト・ナット類の締め直しと防錆処置および腐蝕劣化したものの取替え等が考えら
れる。支持鉄骨については，脚部の補強とボルト・ナット類を含む全体の防錆処置で
ある。これらの保存修復処置はできるだけ早い機会に実行すべく準備を進めている。
　本報告は，実施してきたさまざまな状態調査のすべてについて言及したものではな
い。また調査に着手したが未だ継続中のものあるいは調査結果がまとまっていないも
のがある。それらのものと今後新たに調査を実施すべきものとしては，ブロンズの合
金成分の分析や腐蝕劣化状態の自然科学的技術による調査，リモート・センシングに
よるブロンズ表面の腐蝕進行の調査，X線解析写真測量をブロンズ全体について実施
することなどが考えられる。このような調査は言うまでもなくさまざまな調査研究機
関の方々の力を借りなければ実施することはできない。しかし，将来，設置状態を一
新することができる時，ブロンズそのものの総合的な保存修復処置が初めて実現する
わけであるが，それまでに可能な限りの保存状態に関するデータを集計しておくべき
であると考えている。また，本報告の主要部を占める調査記録用図面とX線写真に関
しても，両者を利用したブロンズ各部の細部にわたる調査はまだ十分とは言えない。
《地獄の門》の調査については，さまざまな方に御協力して頂いている。しかし本報
告に関する限り，調査記録用図面の制作に取組み素晴しい成果をあげて下さった彫刻
家にして彫刻修復家の中川公明氏の献身的なご努力に対してまず感謝申しあげたい。
また東京国立文化財研究所保存科学部の多くの方マに御協力して頂いたが，特にX線
写真撮影のために多くの時間を費して頂いた物理研究室の石川陸郎，三浦定俊両氏に，
さらに撮影装置の使用に便宜を計らって下さった東京芸術大学教授杉一ド龍一郎氏に御
礼申し上げる。なお本報告の作成に当っては，文部省科学研究費助成金（一般研究B
「ロダン作《地獄の門X＞研究」）の援助による所が大きい。
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